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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期
第３四半期
連結累計期間

第53期
第３四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 3,669,775 5,574,067 5,294,474

経常利益又は経常損失（△）（千円） △85,008 397,544 28,515

四半期（当期）純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
△82,450 348,205 60,116

四半期包括利益又は包括利益（千円） △129,850 307,608 21,808

純資産額（千円） 3,622,279 3,926,334 3,773,938

総資産額（千円） 8,437,557 9,342,115 8,677,962

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（円）
△13.31 56.59 9.70

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.9 42.0 43.5

　

回次
第52期
第３四半期
連結会計期間

第53期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は四半

期純損失金額（△）（円）
△5.19 17.19

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第53期第３四半期連結累計期間及び第52

期は潜在株式が存在しないため、第52期第３四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第52期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ･フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による被害の影響から徐々に立ち直りつつある

ものの、中国やインドにおける成長の鈍化及び欧州における金融不安等による歴史的な円高の継続や空洞化による

輸出不振などにより、雇用、所得環境が依然好転せず、景気の先行きは引き続き不透明な状況が続いております。

このような環境のもとで当社グループは、東日本大震災の復旧、復興に関わる商品を優先的に提供したことに加

え、前期よりスタートした３ヶ年の中期経営計画の２年目に当たる当第３四半期において、主力商品の油圧ブレー

カー、圧砕機、環境関連機器の販売に注力しました結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高5,574,067千円

（前年同期比51.9%増）、営業利益385,868千円（前年同期は営業損失71,287千円）、経常利益397,544千円（前年同

期は経常損失85,008千円）、四半期純利益348,205千円（前年同期は四半期純損失82,450千円）となりました。

当第３四半期連結累計期間のセグメント別の業績は次のとおりであります。

国内事業は、売上高全体で4,824,145千円（前年同期比60.4%増）となっており、主に大手レンタル業者の被災地

向けアタッチメントの売上増等が寄与した結果、油圧ブレーカーの売上高は461,348千円（前年同期比72.7%増）、

圧砕機は、1,824,470千円（前年同期比84.4%増）となり、環境機械に関しては東日本の被災地の瓦礫処理など復旧

需要向け大型機械を優先的に提供した結果売上高は728,219千円（前年同期比44.7%増）となりました。その他の原

材料売上高は754,471千円（前年同期比9.1%増）及び修理売上高393,792千円（前年同期比22.9%増）となっており

ます。

海外事業は、円高基調にもかかわらず、主に米国でのレンタル業者向け売上増が寄与した結果、売上高749,921千

円（前年同期比13.4%増）となりました。

　

(2）財政状態の分析

　（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、9,342,115千円（前連結会計年度末8,677,962千円）となり

664,153千円増加しました。現金及び預金が648,922千円減少しましたが、受取手形及び売掛金が629,502千円、前渡

金等を含むその他流動資産が346,553千円、たな卸資産が388,488千円増加したことが主な要因です。

（負債の部）

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、5,415,780千円（前連結会計年度末4,904,023千円）となり

511,757千円増加しました。支払手形及び買掛金が738,410千円増加したことが主な要因です。

（純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は3,926,334千円（前連結会計年度末3,773,938千円）となり

152,396千円増加しました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、36,543千円であります。なお、当第３四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,200,000 6,200,000
大阪証券取引所市場

第二部

単元株式数は1,000株

であります。

計 6,200,000 6,200,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 6,200,000 － 1,049,700 － 1,000,265

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

4,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,191,000
6,188 －

単元未満株式
普通株式

5,000
－ －

発行済株式総数 6,200,000 － －

総株主の議決権 － 6,188 －

（注）　完全議決権株式（その他）には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。なお、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれておりません。

　

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

オカダアイヨン㈱
大阪市港区海岸通

４丁目１番18号
4,000 － 4,000 0.06

計 － 4,000 － 4,000 0.06

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,298,164 1,649,242

受取手形及び売掛金 1,944,001 ※2
 2,573,503

商品及び製品 973,366 1,195,454

原材料及び貯蔵品 869,464 1,035,864

その他 117,243 463,797

貸倒引当金 △6,525 △10,769

流動資産合計 6,195,715 6,907,093

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 589,434 562,048

機械装置及び運搬具（純額） 199,298 198,182

土地 1,423,710 1,423,710

その他（純額） 23,019 21,405

有形固定資産合計 2,235,462 2,205,346

無形固定資産

その他 149,390 142,183

無形固定資産合計 149,390 142,183

投資その他の資産

その他 103,204 97,919

貸倒引当金 △5,810 △10,427

投資その他の資産合計 97,393 87,492

固定資産合計 2,482,246 2,435,022

資産合計 8,677,962 9,342,115
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,137,820 ※2
 1,876,231

短期借入金 2,550,000 2,350,000

1年内返済予定の長期借入金 294,808 289,868

未払法人税等 18,139 68,577

賞与引当金 83,690 46,862

その他 110,216 140,128

流動負債合計 4,194,675 4,771,668

固定負債

長期借入金 336,542 296,781

退職給付引当金 262,572 256,326

役員退職慰労引当金 77,950 68,662

その他 32,283 22,341

固定負債合計 709,348 644,112

負債合計 4,904,023 5,415,780

純資産の部

株主資本

資本金 1,049,700 1,049,700

資本剰余金 1,000,265 1,000,265

利益剰余金 1,865,241 2,182,467

自己株式 △1,106 △125,339

株主資本合計 3,914,099 4,107,092

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,082 △72

繰延ヘッジ損益 1,350 △4,853

為替換算調整勘定 △142,593 △175,831

その他の包括利益累計額合計 △140,160 △180,757

純資産合計 3,773,938 3,926,334

負債純資産合計 8,677,962 9,342,115
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 3,669,775 5,574,067

売上原価 2,625,514 3,899,532

売上総利益 1,044,261 1,674,535

販売費及び一般管理費 1,115,548 1,288,666

営業利益又は営業損失（△） △71,287 385,868

営業外収益

受取利息 2,746 6,175

受取配当金 386 813

固定資産売却益 29,161 31,092

その他 7,785 6,410

営業外収益合計 40,080 44,492

営業外費用

支払利息 35,543 27,533

債権売却損 2,614 3,828

為替差損 14,721 －

その他 922 1,455

営業外費用合計 53,801 32,816

経常利益又は経常損失（△） △85,008 397,544

特別損失

割増退職金 4,150 －

特別損失合計 4,150 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△89,158 397,544

法人税等 11,163 49,339

法人税等還付税額 △17,871 －

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△82,450 348,205

四半期純利益又は四半期純損失（△） △82,450 348,205
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△82,450 348,205

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △519 △1,154

繰延ヘッジ損益 △1,595 △6,204

為替換算調整勘定 △45,284 △33,237

その他の包括利益合計 △47,399 △40,596

四半期包括利益 △129,850 307,608

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △129,850 307,608

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１　税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

１　受取手形裏書譲渡高 7,818千円

２　───────── 　

１　─────────

※２　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理をしており

ます。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融

機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形が四半期連結会計期間末日残高に

含まれております。

受取手形 118,361千円

支払手形 140,289千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 109,267千円 94,491千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 30,979 5  平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

国内　 海外　 計　

売上高      

外部顧客への売上高 3,008,316661,4593,669,775 － 3,669,775

セグメント間の内部売上高

又は振替高
30,789 1,211 32,001(32,001) －

計 3,039,106662,6713,701,777(32,001) 3,669,775

セグメント損失（△） △32,739 △49,039 △81,77910,491△71,287

　調整額は以下のとおりであります。　 

(注)１　セグメント損失の調整額10,491千円には、セグメント間取引消去9,771千円及びその他720千円が含まれて

おります。

　　２　セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

国内　 海外　 計　

売上高      

外部顧客への売上高 4,824,145749,9215,574,067 － 5,574,067

セグメント間の内部売上高又

は振替高
67,850 50,373 118,224(118,224) －

計 4,891,996800,2955,692,291(118,224) 5,574,067

セグメント利益又は損失（△） 456,905△72,072 384,832 1,036385,868

　調整額は以下のとおりであります。　 

(注)１　セグメント利益又は損失の調整額1,036千円は、セグメント間取引消去1,036千円であります。

　　２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△13円31銭 56円59銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△82,450 348,205

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△82,450 348,205

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,196 6,153

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため、当第３四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
　

平成24年２月10日

オカダアイヨン株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 土　　居　　正　　明　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 淺　　野　　禎　　彦　　印

 

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
オカダアイヨン株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期
連結会計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23
年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オカダアイヨン株式会社及び連結子
会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　 

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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